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   C-Noblon, Inj. is a new analgesic with special characteristic of minimal changes ofblood 
pressure and pulse rate, which contains the following substances. 
                 Each ampule of 2cc contains, 
          Grelan (Pyrabital) 200 mg. 
       Sulpyrine  100mg.
                Chlorpromazine hydrochloride    15mg.
              Promethazine hydrochloride   10mg.
           8-Chlortheophylline  25mg.
   Analgesic effect of C-Noblon, Inj. was investigated in 22 G-Uoperations under spinal 
anesthesia. 
   Sedative effect of C-Noblon, Inj. of 2cc during spinal anesthesia was not satisfactory and 
most patients complained of postoperative pain disturbing their sleep. An additional injec-
tion of 2cc in the postoperative period, however, made postoperative pain alleviated and also 
made the patients well sedated. The injection of 4cc made most of all patients well sedated 
without postoperative pain and its sedative effect lasted much longer. 
   Though blood pressure change was minimal with C-Noblon, Inj., a slight fall in blood 
pressure observed with the injection of 4cc. Marked fall in blood pressure, yet not fatal, 
occurred in patients with arterial hypertension. 







ドラ ミン混合剤 のノブロン注A(グ レラン製 薬
KK)を,腰 椎麻酔前の基礎麻酔 に使用 して腰
椎麻酔効果 の増強 をはか り,ま た術後疹痛等に
対 しても使用 した.こ れ らの効果 はす ぐれ たも
ので あ り,既 に発表 した ところである(新 薬 と
臨林6巻1号)そ の後 ノブロン注Aの 効果 を
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増大す るために クロル プロマジン量 を25mg迄
増量 したノブロン注Bが 製造 されている.こ の
場 合,ク ロルプロマジンを増量 すれば更に効 果
は大 となるが,そ れに伴つて血 圧降下 の度合 も
大 とな る.よ つて クロル プロマジンの含量 を増
加せ しめないで,他 薬剤 の配合に より副作用の
軽減を計る と共に薬効 の増大を計つたC一 ノブ
ロン注 が製造 された.著 者等は本剤 を入手す る
機会を得 て,こ れを腰椎麻酔前の基礎麻酔 とし
て使用 したので,薮 にその臨床知 見の概要を報
告す る.
薬 剤
C一ノブ ロン注 は 次 の組合 せ で あ る.
C一ノブ ロソ注2cc中
塩 酸 クロル プ ロマ ジ ン
塩 酸 プ ロ メタ ジソ
8一ク ロル テ オ フィ リy







8一クロル テ オ フイ リソの 配 合 は そ の カ フエ イソ様
効 果 と と もに,こ の もの のVago・Vaga1反射 の抑 制
力 が,テ オ フイ リソ誘導 体 の内 で最 も有 力 で あ り,こ
れ に よっ て,血 圧 の異 常 降下 の抑 制 及 び制 吐 効 果 の増
大 がは か られ る と云 う.
臨 床 知 見






















であり,腎易咄 術4例 腎嚢穿刺術1例,腎 切石術1


























(5)C-Nに よる血 圧 の 変化(第3,4表)
C-N後 の血 圧 降 下 は極 め て少 く,C-N4ccに て も
一11～-20は3例 にす ぎないC-N2ccに て 一41～
-50降下 の1例(第3例)が あ るが ,本 例 は 高血 圧者
で血 圧 が 不安 定 な た め と察 す る.
腰 椎麻 酔 前(手 術室 移動 後)に な る と血 圧 の上昇 す
る もの が 多 く,C-N前 よ り上 昇11例,不 変5例 とな
っ てお り,-11～-20の血 圧 降 下 はC-N4ccの2例
にす ぎない.
腰 椎 麻酔 を併 用 す る と,C-N2ccに て は血 圧 降 下
は軽 度 で あ り,-21～-30の血 圧 降下 は1例 のみ で,
他 は 一20以内 の血 圧 降 下 であ り,叉,不 変,上 昇 の6

















































膀 胱 切 石
膀胱膣腰整形
左腎孟切石












































































































































































































































































































































































































































































註C-N…C一 ノブ ロ ソ注 L… 腰 椎麻 酔N-S… ネオ シネ ジyM… メキ サ ソ グ … グ レ フソ
第2表C一 ノブ ロy注 と腰 椎麻1酔との併 用 に よ る効 果



































































































































































21,6,左 尿 管 切 石 術.
註C-N・ 一一C一 ノブ'ロン窪
L-一一一腰 椎 麻 酔
































































































C一 ノブロン注 と腰椎麻酔を併 用 して実施せ
る泌尿器科手術22例はついて,そ の麻 酔効 果の
概要 を報告 した.
C一 ノブロン注2ccに よる 嗜眠効果は 稽 々
浅 く,術 後疹痛,睡 眠 も不良 のものが多 い.し
か し術後2cc追 加使用に よ り術 後 の 疹痛消失
し,嗜 眠状態 にな り得た.4ccに ては大多数嗜
眠状態 とな り,術 後 の痙痛 もな く,嗜 眠状態を
続け るものが多い.
C一 ノブロン注 による血圧 の変 化は極 めて少
な く,4ccにて軽度 の血圧降下 を認 めた.高 血
圧者 に於 て稻 た著明な血圧降下 を来た した症例
もあるも,重 篤な症状になつた ものはない.
C一 ノブロン注に よる副作 用 はなかつた.
欄筆にあた り恩師稲田教授の御指導 と御校閲に深謝
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